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大人になってもこまらないマ
ンガで身につく伝わる話し方

家族だから愛したんじゃなく
て、愛したのが家 族だった
＋かきたし

監修：牛窪 万里子 著：岸田 奈美

心 も 体 も 元 気 に な る 呼 吸 法 や、
相手に伝わる話し方を身につけ
よう！

笑えて泣けて、考えさせられる
自伝的エッセイ
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